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電脳交通の「DSコネクト」 

アライアンスパートナーにUberが参画 
配車アプリとの連携で、タクシー事業者の収益向上と業務効率化を推進 

　株式会社電脳交通（代表取締役：近藤 洋祐、以下「電脳交通」）は、地域住民や訪日外国人の「移動の足」に新たな選

択肢を提供し、全国の移動の利便性向上を目指す取り組みの一環として、2025年2月6日、電脳交通の配車システムと

他社の配車アプリや交通関連サービスとの連携を実現する「DSコネクト」のアライアンスパートナーに、Uber が参画す

ることを発表しました。 

 

 

 

本連携では、全国47都道府県・約600社・約2万台のタクシー車両に導入されている電脳交通のクラウド型タクシー配

車システム「DS」と、世界70カ国以上で展開されているUberアプリとのシステム連携が実現します。タクシー事業者は、

電話およびUberアプリからのタクシーの配車依頼を、電脳交通の車載タブレット1台で同一画面にまとめて受けられるよ

うになります。さらに、電脳交通がタクシー事業者とUberアプリ間で発生するオンボーディングや契約、支払いなどの手

続きを一元管理することで、双方に発生する工数を削減し、より効率的な運用を実現します。 

この連携により、タクシー事業者は大きな業務負担なく新たな配車アプリを導入でき、電話と配車アプリを組み合わせ

た柔軟なサービス提供を通して、収益向上と業務効率化を実現します。 

 

近年、国内のタクシー業界では事業者の倒産・廃業件数が相次ぎ、帝国データバンクの調査によると2024年には過

去最多を記録しています。一方で、同年の訪日外国人は3000万人を突破し、過去最高を更新しました。 

これを背景とした需給ギャップの拡大に伴い、タクシー事業者は電話配車に加えて配車アプリを導入し、訪日外国人を

含む多様化する顧客層の集客力を高め、効率的な運行を行うことで収益を拡大するとともに、持続可能なビジネスモデ

ルの構築が急務となっています。 
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しかし、タクシー事業者が新たな配車アプリの導入を検討する際、車内に搭載するタブレット台数の増加によってドライ

バーの業務負担や非効率が拡大、さらに複数の企業と契約や連絡手続きを行う負担が増加することが大きな障壁となっ

ています。 

電脳交通は、これらの課題を解決するため、電脳交通のクラウド型配車システム「DS」と配車アプリや交通関連サービス

を接続する「DSコネクト」にUberが参画することを受け、以下の仕組みを実現します。 

 

 

 

  ・車載タブレットの集約：従来はサービスごとに必要だった車載タブレットを、電脳交通のタブレット1台に統合。また、電

話配車とUberアプリによるタクシーの配車依頼を電脳交通のクラウドシステムを介して、同一画面で受けられるようにな

ります。 

 ・手続き窓口の一元化：電脳交通がタクシー事業者とUberアプリ間で発生するオンボーディングや契約、支払いなどの

手続きを一元管理することで、双方にかかる本来必要な工数を削減し、効率化を実現します。 

この仕組みを提供することで、タクシー事業者は大きな業務負担をかけることなく新たな配車アプリを導入でき、電話と配

車アプリを組み合わせた柔軟なサービス提供により、業務効率化と収益拡大を実現します。  

  

■クラウド型タクシー配車システム 「DS」 

クラウド型タクシー配車システム「DS」は、配車オペレーター用画面とドライバー用車載タブレットをセットにした配車シス

テムで、タクシー事業者の業務効率化を実現します。現在、全国47都道府県で約600社・約2万台のタクシー車両に導入

されています。 
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■外部サービス接続システム 「DSコネクト」 

外部サービス接続システム「DSコネクト」は、電脳交通のクラウド型配車システム「DS」と配車アプリや交通関連サービ

スとの連携を実現するシステムで、タクシー事業者の業務効率化と収益拡大を推進します。今後、配車アプリや交通関

連サービスとの接続を広げ、地域住民や訪日外国人の「移動の足」に新たな選択肢を提供し、全国の移動の利便性向

上を目指します。 
 

DSコネクトのプランについて 

DSコネクトは、以下の3つのタイプにより、電脳交通のクラウド型配車システム「DS」と配車アプリや交通関連サービスと

の連携を実現します。 
 

1UI（ワンユーアイ）： 

電脳交通が提供するタブレット上で、複数の配車アプリからの注文を一つの画面に集約して表示する仕組みです。ドライ

バーはアプリごとに画面を切り替える必要がなく、同一画面でスムーズに配車受注の対応ができるようになります。 1UI

を用いることでドライバーの操作をシンプルにし、運用効率を格段に高められる点が特徴です。 

 

Fulfillment （フルフィルメント）： 

1UIの仕組みに加えて、タクシー会社が必要とする「契約や支払い手続き」「新規導入時の設定」などの業務（オペレー

ション）を電脳交通が一元的にサポートするサービスです。これにより、タクシー事業者は管理業務の手間を大幅に削減

し、本来のサービス提供に集中できます。 
​
さらに、配車アプリプラットフォーマーにとっても、以下のメリットがあります。 

・新たなタクシー会社への導入を提案する際、既存アプリの乱立による抵抗感が軽減され、導入障壁が下がる 

・新規導入時に必要な設定や契約手続きといったオペレーションに関わる工数が削減される 

こうした総合的なサポートを提供することで、タクシー事業者だけでなく、配車アプリプラットフォーマーにとってもスムーズ

な新規導入が可能となります。 
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Apps（アップス）：​

複数のタクシー配車アプリを1台の端末（電脳交通のタブレット）で同時に利用できる仕組み、またはそれぞれのアプリが

独立して動作しながらもサーバー同士で注文や配車状況をやり取りする仕組みを指します。これにより、ドライバーは複

数のアプリを一括して管理することができます。 

 
 

■株式会社電脳交通の概要 

所在地　:徳島県徳島市寺島本町西1丁目5番　アミコ東館6階 

設　立　:2015年12月 

代表者　:代表取締役社長　近藤 洋祐 

従業員　:201名（2024年12月末時点） 

資本金　:1億円（2023年11月末時点） 

主要株主:三菱商事、JPインベストメント、ENEOSイノベーションパートナーズ合同会社、JR東日本スタートアッ

プ、JR西日本イノベーションズ、四国旅客鉄道、GO株式会社、第一交通産業グループ、エムケイ、沖東交通、

三和交通、NTTドコモ・ベンチャーズ、阿波銀行、徳島大正銀行、いよぎんキャピタル、ブロードバンドタワー（敬

称略、順不同） 

 

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】 

株式会社電脳交通　PRチーム 

直通電話：080-2853-1113 

メールアドレス：pr@dennokotsu.jp 

 

 

 


